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◆
所
得
税

①
事
業
所
得
（
商
業
、
工
業
、

医
業
、
農
業
な
ど
の
所
得
）
や

不
動
産
所
得
（
地
代
、
家
賃
な

ど
の
所
得
）
が
あ
る
場
合

・
各
種
所
得
の
合
計
額
が
控
除

額
の
合
計
額
を
超
え
る
人

②
給
与
所
得
が
あ
る
場
合

・
給
与
の
年
収
額
が
二
千
万
円

を
超
え
る
人

・
給
与
以
外
の
所
得
が
二
十
万

円
を
超
え
る
人

・
二
カ
所
以
上
か
ら
給
与
を
も

ら
っ
て
い
る
人

③
譲
渡
所
得
が
あ
る
場
合

・
土
地
、
建
物
、
株
な
ど
を
売

却
し
た
人

④
そ
の
他
の
所
得
が
あ
る
人
で

各
種
所
得
の
合
計
額
が
控
除
額

の
合
計
額
を
超
え
る
人

⑤
そ
の
他
の
所
得
が
あ
る
人
で

所
得
税
の
還
付
を
受
け
ら
れ
る

人

◆
住
民
税

今
年
の
一
月
一
日
現
在
、
市

内
に
住
所
が
あ
り
、
平
成
十
七

年
中
に
収
入
の
あ
っ
た
人
。
た

だ
し
、
次
の
人
は
除
き
ま
す
。

①
所
得
税
の
確
定
申
告
書
を
提

出
し
た
人

②
給
与
以
外
に
収
入
が
な
い
人

で
、
勤
務
先
か
ら
市
役
所
に
給

与
支
払
報
告
書
が
提
出
さ
れ
て

い
る
人

③
公
的
年
金
以
外
に
所
得
が
無

い
人
で
、
提
出
義
務
者
か
ら
公

的
年
金
等
支
払
報
告
書
が
提
出

さ
れ
て
い
る
人
。
た
だ
し
、
社

会
保
険
料
控
除
等
の
所
得
控
除

を
受
け
る
た
め
に
は
申
告
が
必

要
で
す

◆
国
民
健
康
保
険
税

収
入
が
な
く
て
も
国
民
健
康

保
険
に
加
入
し
て
い
る
人
は
申

告
が
必
要
で
す
。

た
だ
し
、
住
民
税
の
①
②
お

よ
び
③
に
該
当
す
る
人
は
除
き

ま
す
。

※
国
民
健
康
保
険
税
の
申
告
の

み
が
必
要
な
人
は
、
四
月
十
五

日
が
申
告
期
限
で
す

申
告
相
談
を
受
け
る
と
き

は
、
あ
ら
か
じ
め
収
支
内
訳
書

の
作
成
お
よ
び
各
種
控
除
額
を

証
明
す
る
書
類
を
準
備
し
て
会

場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

準
備
が
不
十
分
な
場
合
は
、

原
則
と
し
て
申
告
書
の
受
け
付

け
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

次
の
人
は
、
収
支
内
訳
書
を

申
告
書
と
一
緒
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

・
不
動
産
所
得
の
あ
る
人
（
ア

パ
ー
ト
、
駐
車
場
な
ど
）

・
農
業
所
得
の
あ
る
人
（
委
託

料
収
入
の
あ
る
人
も
含
む
）

・
営
業
所
得
の
あ
る
人
（
飲
食

店
、
理
髪
店
な
ど
）

医
療
費
の
明
細
書
（
領
収
書

添
付
）
を
作
成
し
、
申
告
書
と

一
緒
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

領
収
書
（
昨
年
一
月
一
日
か

ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
の
も

の
に
限
り
ま
す
）
は
人
・
病
院

ご
と
に
ま
と
め
、
数
が
多
い
場

合
は
封
筒
に
入
れ
て
明
細
書
に

添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
介
護
認
定
を
受
け
て

い
て
、
お
む
つ
代
に
係
る
医
療

費
控
除
の
申
告
が
二
年
目
以
降

の
一
部
の
人
に
つ
い
て
は
、
医

確定申告
２月16 日（木）

３月15日（水）
〜

確
定
申
告
は
、
一
年
間
（
一
月
一
日
〜
十
二
月

三
十
一
日
）
に
得
た
所
得
金
額
を
総
決
算
し
、
そ

の
所
得
に
対
す
る
税
金
を
清
算
す
る
手
続
き
で
す
。

所
得
税
は
、
昨
年
一
年
間
に
得
た
す
べ
て
の
所

得
を
納
税
者
自
身
が
計
算
し
、
税
額
を
算
出
し
て

納
付
す
る
申
告
納
税
制
度
を
と
っ
て
い
ま
す
。

税
務
署
は
、
こ
の
申
告
納
税
制
度
の
趣
旨
を
踏

ま
え
、
確
定
申
告
書
を
納
税
者
が
自
分
で
書
く

「
自
書
申
告
」
を
推
進
し
て
お
り
、
市
も
こ
の
方
針

に
基
づ
き
、
申
告
相
談
を
行
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
鳥
栖
税
務
署
（
1
82
・
２
１
８
６
）

ま
た
は
、
市
税
務
課
市
民
税
係
（
1
85
・
３
５
８

８
）
へ
。

所
得
税
と
住
民
税
の
申
告
相
談

収
支
内
訳
書
が

必
要
な
人

医
療
費
控
除
を

受
け
る
人

住
宅
借
入
金
等
特
別

控
除
を
受
け
る
人

寡
婦（
夫
）控
除

に
つ
い
て

国
民
年
金
保
険
料
の

所
得
控
除
を
受
け
る
人

収
支
内
訳
書
な
ど
は

事
前
に
作
成
を

申
告
の

必
要
な
人

所
得
税
と
住
民
税
の
申
告
相
談

収
支
内
訳
書
が

必
要
な
人

医
療
費
控
除
を

受
け
る
人

住
宅
借
入
金
等
特
別

控
除
を
受
け
る
人

寡
婦（
夫
）控
除

に
つ
い
て

国
民
年
金
保
険
料
の

所
得
控
除
を
受
け
る
人

収
支
内
訳
書
な
ど
は

事
前
に
作
成
を

申
告
の

必
要
な
人

所
得
税
と
住
民
税
の
申
告
相
談

収
支
内
訳
書
が

必
要
な
人

医
療
費
控
除
を

受
け
る
人

住
宅
借
入
金
等
特
別

控
除
を
受
け
る
人

寡
婦（
夫
）控
除

に
つ
い
て

国
民
年
金
保
険
料
の

所
得
控
除
を
受
け
る
人

収
支
内
訳
書
な
ど
は

事
前
に
作
成
を

申
告
の

必
要
な
人

所
得
税
と
住
民
税
の
申
告
相
談

収
支
内
訳
書
が

必
要
な
人

医
療
費
控
除
を

受
け
る
人

住
宅
借
入
金
等
特
別

控
除
を
受
け
る
人

寡
婦（
夫
）控
除

に
つ
い
て

国
民
年
金
保
険
料
の

所
得
控
除
を
受
け
る
人

収
支
内
訳
書
な
ど
は

事
前
に
作
成
を

申
告
の

必
要
な
人



師
が
発
行
す
る
「
お
む
つ
使
用

証
明
書
」
の
代
わ
り
に
、
市
社

会
福
祉
課
お
よ
び
鳥
栖
地
区
広

域
市
町
村
圏
組
合
介
護
保
険
課

窓
口
で
発
行
す
る
確
認
証
で
も

申
告
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
市
社
会
福
祉
課
高

齢
・
障
害
者
係
（
1
85
・
３
５

５
４
）
へ
。

登
記
簿
謄
本
、
売
買
契
約
書

の
写
し
、
住
民
票
の
写
し
、
住

宅
取
得
資
金
に
係
る
借
入
金
の

年
末
残
高
証
明
書
な
ど
が
必
要

で
す
。

書
類
が
不
足
し
て
い
る
と
き

は
控
除
対
象
と
は
な
り
ま
せ
ん

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

平
成
十
八
年
度（
十
七
年
分
）

申
告
か
ら
老
年
者
控
除
が
廃
止

さ
れ
ま
す
。

今
ま
で
老
年
者
控
除
（
六
十

五
歳
以
上
の
人
）
を
受
け
て
い

た
人
は
寡
婦
（
夫
）
控
除
を
受

け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
配
偶
者
が
亡
く
な
っ
て

い
る
場
合
な
ど
は
、
寡
婦
（
夫
）

控
除
を
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

た
だ
し
、
寡
婦
（
夫
）
控
除

を
受
け
る
た
め
に
は
申
告
が
必

要
で
す
。

平
成
十
七
年
中
に
納
付
し
た

国
民
年
金
保
険
料
（
追
納
分
な

ど
含
む
）
は
、
今
回
の
確
定
申

告
時
に
全
額
を
社
会
保
険
料
控

除
額
と
し
て
申
告
で
き
ま
す
。

所
得
控
除
を
受
け
る
人
は
昨

年
一
月
か
ら
十
二
月
ま
で
の

「
領
収
書
」、
ま
た
は
「
社
会
保

険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控

除
証
明
書
」
を
持
っ
て
き
て
く

だ
さ
い
。

所
得
税
と
住
民
税
の
申
告
相

談
を
左
表
の
日
程
で
行
い
ま

す
。ま

た
、
申
告
相
談
会
場
は
住

所
地
（
実
際
に
お
住
ま
い
の
町
）

の
会
場
で
す
。
申
告
会
場
を
確

認
の
上
、
間
違
い
の
な
い
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

申
告
書
、
収
支
内
訳
書
、
医

療
費
控
除
な
ど
の
「
様
式
」
や

「
記
入
の
手
引
き
」
な
ど
は
税

務
署
、
市
税
務
課
の
窓
口
に
用

意
し
て
い
ま
す
。

確
定
申
告
書
を
作
成
す
る
際

に
不
明
な
点
が
あ
れ
ば
、
税
務

署
ま
た
は
市
税
務
課
へ
お
尋
ね

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
国
税
庁
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://www.nta.

go.jp

）
で
所
得
税
の
確
定
申
告

書
が
作
成
で
き
ま
す
。

※
申
告
は
、
自
書
申
告
（
自
分

で
申
告
書
を
書
い
て
提
出
）
が

原
則
で
す
が
、
高
齢
な
ど
の
理

由
で
書
く
こ
と
が
困
難
な
と
き

は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

所
得
税
と
住
民
税
の
申
告
相
談

収
支
内
訳
書
が

必
要
な
人

医
療
費
控
除
を

受
け
る
人

住
宅
借
入
金
等
特
別

控
除
を
受
け
る
人

寡
婦（
夫
）控
除

に
つ
い
て

国
民
年
金
保
険
料
の

所
得
控
除
を
受
け
る
人

収
支
内
訳
書
な
ど
は

事
前
に
作
成
を

申
告
の

必
要
な
人

所
得
税
と
住
民
税
の
申
告
相
談

収
支
内
訳
書
が

必
要
な
人

医
療
費
控
除
を

受
け
る
人

住
宅
借
入
金
等
特
別

控
除
を
受
け
る
人

寡
婦（
夫
）控
除

に
つ
い
て

国
民
年
金
保
険
料
の

所
得
控
除
を
受
け
る
人

収
支
内
訳
書
な
ど
は

事
前
に
作
成
を

申
告
の

必
要
な
人

所
得
税
と
住
民
税
の
申
告
相
談

収
支
内
訳
書
が

必
要
な
人

医
療
費
控
除
を

受
け
る
人

住
宅
借
入
金
等
特
別

控
除
を
受
け
る
人

寡
婦（
夫
）控
除

に
つ
い
て

国
民
年
金
保
険
料
の

所
得
控
除
を
受
け
る
人

収
支
内
訳
書
な
ど
は

事
前
に
作
成
を

申
告
の

必
要
な
人

所
得
税
と
住
民
税
の
申
告
相
談

収
支
内
訳
書
が

必
要
な
人

医
療
費
控
除
を

受
け
る
人

住
宅
借
入
金
等
特
別

控
除
を
受
け
る
人

寡
婦（
夫
）控
除

に
つ
い
て

国
民
年
金
保
険
料
の

所
得
控
除
を
受
け
る
人

収
支
内
訳
書
な
ど
は

事
前
に
作
成
を

申
告
の

必
要
な
人

各
種
様
式
は
税
務
署

な
ど
に
置
い
て
い
ま
す







「
気
管
挿
管
認
定
救
急
救
命

士
の
先
駆
け
と
し
て
、
や
る
気

以
上
に
責
任
の
重
さ
を
ひ
し
ひ

し
と
感
じ
て
い
ま
す
」

鳥
栖
・
三
養
基
地
区
消
防
事

務
組
合
の
救
急
救
命
士
。
こ
の

ほ
ど
県
内
で
二
人
目
の
気
管
挿

管
認
定
救
急
救
命
士
に
認
定
さ

れ
ま
し
た
。

気
管
内
挿
管
は
患
者
の
気
管

へ
チ
ュ
ー
ブ
を
挿
入
し
、
気
道

を
確
保
す
る
た
め
の
医
療
行
為

で
、
今
ま
で
に
医
師
だ
け
が
認

め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
一
刻
を
争
う
救
急

現
場
で
気
管
内
挿
管
が
可
能
に

な
れ
ば
、
患
者
の
救
命
率
が
ア

ッ
プ
す
る
と
言

わ
れ
、
平
成
十

六
年
七
月
に
気

管
挿
管
認
定
救

急
救
命
士
の
制

度
が
制
定
さ
れ

ま
し
た
。
同
救
急
救
命
士
は
心

肺
停
止
し
た
患
者
に
限
り
、
麻

酔
科
医
の
指
示
の
下
、
気
管
内

挿
管
が
で
き
ま
す
。

大
坪
さ
ん
は
昨
年
一
月
か
ら

約
一
カ
月
半
の
間
、
消
防
大
学

校
に
入
校
し
、
気
管
内
挿
管
の

講
習
を
受
講
。
昨
年
九
月
か
ら

十
二
月
ま
で
の
七
十
八
日
間
、

久
留
米
市
内
の
病
院
で
三
十
例

の
実
習
を
積
み
ま
し
た
。

「
人
形
で
は
何
百
回
と
練
習

し
た
も
の
の
、
や
は
り
不
安
で

し
た
。
麻
酔
科
医
師
が
つ
い
て

い
る
と
は
い

え
、
緊
張
し
ま

し
た
」
と
初
め

て
気
管
内
挿
管

し
た
時
を
振
り

返
り
ま
す
。

高
校
を
卒
業
し
た
昭
和
五
十

六
年
、
鳥
栖
・
三
養
基
地
区
消

防
事
務
組
合
に
採
用
。
よ
り
高

度
な
救
急
救
命
活
動
が
し
た
い

と
平
成
六
年
に
同
消
防
事
務
組

合
で
は
二
人
目
と
な
る
救
急
救

命
士
の
資
格
を
取
得
し
ま
し

た
。
鳥
栖
・
三
養
基
地
区
で
は

昨
年
、
七
十
四
人
の
心
肺
停
止

患
者
を
搬
送
。
同
消
防
事
務
組

合
で
は
大
坪
さ
ん
に
続
け
と
、

今
年
新
た
に
二
人
の
職
員
が
気

管
挿
管
認
定
救
急
救
命
士
に
な

る
た
め
の
実
習
を
受
け
る
予
定

で
す
。

「
私
が
気
管
挿
管
認
定
救
急

救
命
士
に
な
る
こ
と
が
で
き
た

の
は
、
実
習
に
協
力
し
て
い
た

だ
い
た
患
者
さ
ん
や
医
療
関
係

者
の
皆
さ
ん
の
お
か
げ
。
こ
の

場
を
借
り
て
お
礼
を
申
し
上
げ

ま
す
。
多
く
の
『
救
え
る
命
』

を
さ
ら
に
救
う
た
め
に
は
、
こ

の
認
定
を
受
け
た
救
急
救
命
士

が
も
っ
と
必
要
で
す
。
そ
の
た

め
に
今
後
と
も
実
習
へ
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
」

十
七
年
前
に
岐
阜
県
の
工
場

に
配
属
さ
れ
た
時
、
上
司
か
ら

「
社
会
人
に
な
っ
た
か
ら
と
い

っ
て
個
性
ま
で
変
え
る
べ
き
で

は
な
い
」
と
言
わ
れ
た
私
。
そ

れ
か
ら
、
岐
阜
弁
（

名
古
屋

弁
）
が
飛
び
交
う
事
務
所
の
中

で
、「
な
ん
ば
し
よ
っ
と
で
す

か
ぁ
？
」、「
新
幹
線
の
席
、
と

っ
と
っ
と
ー
」、「
し
ぇ
か
ら
し

か
ば
い
、あ
と
に
せ
ん
ね
〜
！
」

な
ど
、
思
い
起
こ
せ
ば
、
冷
や

汗
の
出
る
よ
う
な
方
言
を
会
社

で
多
用
し
て
い
ま
し
た
。

お
か
げ
で
ご
当
地
岐
阜
の
若

い
女
性
に
は
、
九
州
男
児
っ
て

荒
っ
ぽ
く
て
金
遣
い
が
荒
い
な

ど
と
言
わ
れ
、
案
の
定
、
岐
阜

の
女
性
と
は
縁
が
な
い
ま
ま
で

し
た
。

そ
の
う
ち
、
東
京
出
身
の
妻

と
結
婚
し
、
次
第
に
東
京
弁
に

洗
脳
さ
れ
る
に
つ
れ
て
、
九
州

弁
を
つ
か
さ
ど
る
脳
が
小
さ
く

な
り
つ
い
に
溶
け
て
し
ま
っ
た

よ
う
で
す
。
家
の
外
で
聞
こ
え

る
岐
阜
弁
さ
え
も
全
く
耳
に
入

ら
な
く
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
福
岡
出
身
の
お
客

様
と
食
事
を
す
る
時
に
「
今
日

は
よ
そ
行
き
言
葉
は
や
め
て
九

州
弁
で
通
し
ま
し
ょ
う
」
と
お

客
様
か
ら
言
わ
れ
た
も
の
の
、

ぽ
ん
ぽ
ん
と
飛
ん
で
く
る
九
州

弁
を
私
は
、全
く
打
ち
返
せ
ず
、

「
ど
ぎ
ゃ
ん
し
た
と
で
す
か
？

本
当
に
九
州
の
方
で
す
か
ぁ
」

と
言
わ
れ
る
始
末
。
気
ま
ず
い

思
い
出
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。今

後
は
、
日
本
中
ど
こ
に
行

っ
て
も
関
西
弁
で
通
す
関
西
人

の
よ
う
に
、
私
も
「
九
州
弁
」

を
Ｔ
Ｐ
Ｏ
を
わ
き
ま
え
て
勇
気

を
持
っ
て
使
い
た
い
と
思
い
ま

す
。



エ
コ
ネ
ッ
ト
と
す
は
、
環
境

に
配
慮
し
て
、
地
球
に
も
人
に

も
や
さ
し
い
生
き
方
を
す
す
め

る
女
性
を
中
心
と
し
た
市
民
グ

ル
ー
プ
で
す
。

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
を
活
動

の
拠
点
と
し
て
、
毎
月
第
三
日

曜
日
に
は
「
エ
コ
フ
リ
ー
マ

ー
ケ
ッ
ト
」
を
開
催
し
て
い

ま
す
。
二
月
十
九
日
で
九
回

目
を
数
え
ま
す
。
い
ろ
ん
な

物
を
持
ち
寄
り
、
一
回
だ
け

の
ハ
ウ
ス
マ
ヌ
カ
ン
に
な
る

の
も
い
い
ん
じ
ゃ
な
ー
い
!?

メ
ン
バ
ー
の
高
島
時
夫
さ

ん
は
、
エ
コ
フ
リ
ー
マ
ー
ケ

ッ
ト
で
「
刃
物
研
ぎ
屋
さ
ん
」。

切
れ
の
良
く
な
い
包
丁
な
ど
も

新
品
の
よ
う
に
生
ま
れ
変
わ
る

と
大
評
判
。
エ
コ
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
以
外
に
も
メ
ン
バ
ー
の

高
尾
玲
子
さ
ん
が
発
案
し
た
牛

乳
パ
ッ
ク
を
再
利
用
し
て
の
お

も
ち
ゃ
づ
く
り
や
、
重
曹
を
使

っ
た
地
球
に
や
さ
し
い
お
掃
除

も
推
進
し
て
い
ま
す
。

昨
年
十
二
月
十
八
日
に
は
、

環
境
講
演
会
を
開
催
。（
有
）

環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
総
合
研
究
所

所
長
の
大
庭
み
ゆ
き
さ
ん
が

「
私
た
ち
の
生
活
と
エ
ネ
ル
ギ

ー
」
と
題
し
て

講
演
し
ま
し

た
。
ち
ょ
っ
と

し
た
工
夫
で
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
節

約
が
可
能
に
な
る
こ
と
を
訴
え

て
、
大
好
評
で
し
た
。

現
在
、
グ
ル
ー
プ
内
の
有
志

を
募
り
「
と
す
の
生
ゴ
ミ
へ
ら

し
隊
」
を
結
成
。「
ア
ー
ス
ラ

ブ
酵
素
」
を
使
っ
て
の
生
ゴ
ミ

減
量
に
も
挑
戦
し
て
い
ま
す
。

会
員
を
募
集
中
。
詳
し
く
は

代
表
の
今
泉
さ
ん
（
1
83
・
３

４
１
５
）
へ
。

鳥
栖
少
年
柔
道
会
は
、
約
五

十
年
の
歴
史
を
持
つ
、
市
内
唯

一
の
柔
道
ク
ラ
ブ
で
す
。

稽
古
は
毎
週
火
曜
日
か
ら
金

曜
日
と
第
一
・
三
土
曜
日
、
午

後
六
時
半
か
ら
同
八
時
半
ま

で
、
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
多
目

的
ホ
ー
ル
で
行
っ
て
い
ま
す
。

現
在
、
市
内
外
の
四
歳
か
ら

中
学
三
年
生
ま
で
四
十
三
人
が

所
属
し
て
お
り
、
遠
く
は
福
岡

県
の
夜
須
町
か
ら
稽
古
に
来
て

い
る
生
徒
も
い
ま
す
。

三
年
連
続
で
春
の
県
大
会
団

体
戦
で
準
優
勝
と
県
内
で
も
ト

ッ
プ
レ
ベ
ル
の
実
力
を
誇
っ
て

お
り
、
夏
の
大
会
で
は
小
学
生

の
個
人
戦
で
二
人
が
全
国
大
会

出
場
を
果
た
し
ま
し
た
。

ま
た
、
過
去
に
二
回
も
団
体

戦
で
全
国
制
覇
を
成
し
遂
げ
た

と
い
う
実
績
も
あ
り
ま
す
。

試
合
に
勝
つ
こ
と
、
強
く
な

る
こ
と
も
大
切
な
こ
と
で
す

が
、
稽
古
を
通
し
て
の
「
人
づ

く
り
」
を
主
眼
に
置
い
て
、
個

人
個
人
に
あ
わ
せ
た
指
導
を
し

て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
も
柔
道
を
や
っ
て
み

ま
せ
ん
か
。
興
味
の
あ
る
方
は

練
習
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ

い
。
詳
し
い
こ
と
は
、
緒
方

（
1
82
・
８
１
０
１
）
へ
。

◆
紹
介
者
は
指
導
者
の
緒
方

昭
信
さ
ん
（
上
の
写
真
前
列
左

か
ら
四
番
目
）
で
す
。

牛乳パックで作った「おもちゃ」

考案者の高尾さん

大好評だった環境講演会



評
価
替
え
は
、
土
地
や
家
屋

の
固
定
資
産
価
格
（
評
価
額
）

を
資
産
価
値
の
変
動
に
応
じ
て

適
正
で
均
衡
の
と
れ
た
価
格
に

見
直
す
作
業
で
、
基
準
年
度

（
３
年
ご
と
）
に
行
い
ま
す
。

た
だ
し
、
地
価
が
下
落
し
た

土
地
に
つ
い
て
は
下
落
し
た
年

に
評
価
を
見
直
し
ま
す
。

償
却
資
産
に
つ
い
て
は
毎

年
、
賦
課
期
日
の
１
月
１
日
現

在
、
所
有
す
る
償
却
資
産
の
状

況
を
１
月
31
日
ま
で
に
申
告

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、評
価
替
え
を
行
い
ま
せ
ん
。

自
分
の
所
有
す
る
固
定
資
産

に
限
り
縦
覧
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

し
か
し
、
自
分
の
資
産
の
評

価
額
を
確
認
し
て
も
、
そ
の
評

価
額
が
適
正
で
あ
る
か
ど
う
か

を
判
断
す
る
材
料
が
乏
し
い
と

の
観
点
か
ら
、
他
の
固
定
資
産

の
縦
覧
帳
簿
を
縦
覧
し
、
そ
の

資
産
と
自
分
の
資
産
と
を
比
較

す
る
こ
と
で
、
評
価
額
が
適
正

か
ど
う
か
を
確
認
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。

縦
覧
帳
簿
に
は
「
土
地
価

格
等
縦
覧
帳
簿
」
と
「
家
屋
価

格
等
縦
覧
帳
簿
」が
あ
り
ま
す
。

土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿
に
は

①
所
在
②
地
番
③
地
目
④
地
積

⑤
価
格
が
記
載
さ
れ
、
家
屋
価

格
等
縦
覧
帳
簿
に
は
①
所
在
②

家
屋
番
号
③
種
類
④
構
造
⑤
床

面
積
⑥
価
格
が
記
載
さ
れ
て
い

ま
す
。

た
だ
し
、
自
分
が
所
有
す
る

以
外
の
土
地
や
家
屋
の
評
価
内

容
に
つ
い
て
は
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

保
護
の
た
め
、
詳
細
に
説
明
す

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
縦
覧

帳
簿
の
コ
ピ
ー
も
で
き
ま
せ
ん

の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

今
年
の
縦
覧
は
次
の
期
間
中

に
行
わ
れ
ま
す
。

と
　
き
●
４
月
３
日
（
月
）
か

ら
５
月
31
日
（
水
）
ま
で
（
土
、

日
、
祝
日
を
除
く
）
午
前
８
時

半
〜
午
後
５
時
15
分

と
こ
ろ
●
市
役
所
税
務
課

縦
覧
で
き
る
人
●
固
定
資
産
税

の
納
税
者
ま
た
は
納
税
管
理
人

持
っ
て
く
る
も
の
●
印
鑑
（
納

税
通
知
書
の
持
参
で
も
可
）。

代
理
人
の
場
合
は
委
任
状
が
必

要
で
す納

税
義
務
者
の
ほ
か
に
店

舗
、
ア
パ
ー
ト
、
駐
車
場
な
ど

の
借
地
・
借
家
人
と
い
っ
た
土

地
や
家
の
使
用
ま
た
は
収
益
を

目
的
と
す
る
権
利
を
有
償
で
持

っ
て
い
る
人
も
、
固
定
資
産
課

税
台
帳
を
閲
覧
で
き
ま
す
。

希
望
者
は
、
記
載
事
項
の

証
明
書
を
請
求
す
る
こ
と
も
で

き
ま
す
（
有
料
）。

固
定
資
産
課
税
台
帳
の
閲
覧

を
希
望
す
る
人
は
、
印
鑑
（
代

理
人
の
場
合
は
委
任
状
が
必
要

で
す
）
と
契
約
書
な
ど
事
実
確

認
が
で
き
る
書
類
を
持
参
し
て

税
務
課
固
定
資
産
税
係
へ
お
越

し
く
だ
さ
い
。

固
定
資
産
課
税
台
帳
に
登
録

さ
れ
た
価
格
に
不
服
が
あ
る
納

税
者
は
、
市
に
設
置
さ
れ
て
い

る
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

へ
不
服
の
審
査

を
申
し
出
る
こ

と
が
で
き
ま

す
。審

査
の
結

果
、
固
定
資
産

評
価
基
準
と
照

ら
し
合
わ
せ
て

不
適
当
で
あ
る

こ
と
が
認
め
ら

れ
る
と
、
固
定

資
産
課
税
台
帳
に
登
録
さ
れ
た

価
格
が
修
正
さ
れ
ま
す
。
平
成

18
年
度
分
の
固
定
資
産
税
の
審

査
申
出
期
間
は
「
４
月
３
日

（
公
示
の
日
）
か
ら
納
税
通
知

書
の
交
付
を
受
け
た
日
以
後
60

日
」
ま
で
の
間
と
な
り
ま
す
。

評
価
の
基
礎
と
な
る
路
線
価

や
標
準
宅
地
の
所
在
に
つ
い
て

も
公
開
し
て
い
ま
す
。

路
線
価
と
は
、
市
街
地
な
ど

の
道
路
に
つ
け
ら
れ
た
価
格

で
、
土
地
の
評
価
額
は
、
こ
の

路
線
価
を
基
に
そ
の
土
地
の
状

況
に
応
じ
て
求
め
ら
れ
ま
す
。

一
方
、
標
準
宅
地
と
は
、
市

内
の
地
域
ご
と
に
主
要
な
道
路

に
接
し
た
標
準
的
な
宅
地
の
こ

と
で
、
路
線
価
は
標
準
宅
地
の

価
格
を
基
に
求
め
ら
れ
ま
す
。

固
定
資
産
税
は
、
市
税
全
体
の
約
48
％
（
平
成
17
年
９
月
30
日
現
在
）
を
占
め
、

市
民
税
と
並
び
市
の
財
政
を
支
え
る
「
柱
」
と
し
て
、
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て

い
ま
す
。
平
成
18
年
度
は
評
価
の
見
直
し
、
い
わ
ゆ
る
「
評
価
替
え
」
の
年
と
な

り
ま
す
。

今
号
で
は
固
定
資
産
の
評
価
額
を
知
る
た
め
の
方
法
と
し
て
縦
覧
・
閲
覧
の
概

要
を
お
知
ら
せ
し
、
次
回
２
月
15
日
号
で
固
定
資
産
税
に
関
し
て
多
く
寄
せ
ら
れ

る
問
い
合
わ
せ
を
Ｑ
＆
Ａ
方
式
で
紹
介
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
税
務
課
固
定
資
産
税
係
（
1
85
・
３
５
８
９
）
へ
。



近
年
、
金
融
機
関
の
合
併
、

店
舗
統
廃
合
が
進
め
ら
れ
、
市

か
ら
支
給
す
る
児
童
扶
養
手
当

や
育
英
資
金
貸
付
金
な
ど
の
手

当
、
貸
付
金
、
助
成
金
等
の
口

座
振
込
に
支
障
を
き
た
す
事
例

が
続
出
し
て
い
ま
す
。

金
融
機
関
の
合
併
や
店
舗
統

廃
合
が
行
わ
れ
た
場
合
、
振
込

指
定
口
座
の
変
更
手
続
き
を
し

な
け
れ
ば
、
通
常
２
カ
月
ほ
ど

で
振
り
込
み
が
で
き
な
く
な
り

ま
す
。

今
一
度
、
振
込
指
定
口
座
が

変
更
に
な
っ
て
い
な
い
か
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

も
し
、
振
込
指
定
口
座
が
変

更
に
な
っ
て
い
る
場
合
は
、
必

ず
市
役
所
の
各
担
当
課
で
変
更

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
２
月
中
旬
に
は
（
株
）

西
日
本
シ
テ
ィ
銀
行
鳥
栖
中
央

支
店
と
鳥
栖
支
店
の
統
廃
合
が

行
わ
れ
ま
す
の
で
、
同
銀
行
に

口
座
を
持
っ
て
い
る
人
は
銀
行

か
ら
の
お
知
ら
せ
な
ど
を
読

み
、
口
座
が
変
更
に
な
っ
て
い

な
い
か
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

交
通
災
害
共
済
は
、
わ
ず
か

な
掛
金
（
年
間
１
人
１
口
５
０

０
円
）
で
、
交
通
事
故
に
よ
る

傷
害
の
程
度
に
よ
り
最
高
１
０

０
万
円
ま
で
の
見
舞
金
を
お
支

払
い
し
ま
す
。
鳥
栖
市
民
で
あ

れ
ば
、
ど
な
た
で
も
加
入
で
き

ま
す
（
嘱
託
員
経
由
で
加
入
申

込
書
を
配
布
し
て
い
ま
す
）。

現
在
、
平
成
18
年
度
加
入
申

込
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で

申
込
書
に
掛
金
を
添
え
て
、
下

表
の
会
場
ま
た
は
建
設
課
管
理

係
（
1
85
・
３
５
９
８
）
で
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

４
月
１
日
以
降
の
加
入
は
、

手
続
き
の
翌
日
か
ら
来
年
３
月

31
日
ま
で
が
共
済
期
間
で
す
。

市
で
は
平
成
18
年
度
の
市
民

リ
ポ
ー
タ
ー
を
次
の
と
お
り
募

集
し
ま
す
。

平
成
17
年
度
は
11
人
の
リ
ポ

ー
タ
ー
が
毎
月
１
日
号
「
市
民

リ
ポ
ー
タ
ー
コ
ー
ナ
ー
〜
私
が

見
つ
け
た
特
ダ
ネ
〜
」を
取
材
、

執
筆
し
て
い
ま
す
。

取
材
な
ど
の
ほ
か
に
も
、

「
市
報
モ
ニ
タ
ー
」
と
し
て

「
市
報
と
す
」
へ
の
提
言
な
ど

を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ど

し
ど
し
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

応
募
資
格
●
18
歳
以
上
の
市
内

居
住
者

定
　
員
●
12
人

応
募
方
法
●
２
月
28
日
ま
で
に

①
住
所
②
氏
名
③
年
齢
④
職
業

⑤
電
話
番
号
を
記
入
の
上
、
情

報
管
理
課
（
〒
８
４
１
―
８
５

１
１
鳥
栖
市
宿
町
１
１
１
８
番

地
1
85
・
３
５
１
３
Ｆ
Ａ
Ｘ

82
・
１
９
９
４
）
へ
、
は
が
き

ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
応
募
し
て
く

だ
さ
い
。
応
募
多
数
の
場
合
は

抽
選
の
上
、
決
定
し
ま
す

市
米
消
費
拡
大
推
進
連
絡

協
議
会
で
は
鳥
栖
産
米
の
消

費
を
拡
大
す
る
た
め
、
抽
選

で
ご
は
ん
鍋
な
ど
の
賞
品
が

当
た
る
「
鳥
栖
産
米
消
費
拡

大
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
次
の

と
お
り
行
い
ま
す
。

応
募
資
格
●
市
内
居
住
者
。

た
だ
し
、
米
生
産
者
、
米
販

売
業
者
は
除
き
ま
す

賞
　
品
●
１
等
＝
２
点
（
ご

は
ん
鍋
、
有
田
古
紋
様
飯

碗
・
汁
椀
揃
、
お
こ
め
券
）
▽

２
等
＝
５
点
（
有
田
伝
統
絵
変

り
新
茶
漬
揃
、
お
茶
漬
け
碗
セ

ッ
ト
）
▽
３
等
＝
５
点
（
梅
小

紋
籠
入
お
茶
碗
揃
、
お
い
し
く

ご
は
ん
を
食
べ
よ
う
四
点
セ
ッ

ト
）
▽
４
等
＝
８
点
（
お
こ
め

券
）
※
賞
品
を
変
更
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す

応
募
方
法
●
Ａ
４
サ
イ
ズ
の

紙
に
①
住
所
②
氏
名
③
年
齢

④
職
業
⑤
電
話
番
号
を
記
入

の
上
、
購
入
し
た
際
の
レ
シ
ー

ト
を
貼
り
、「
鳥
栖
産
米
（
５

o
以
上
）」
と
分
か
る
米
の
袋

と
一
緒
に
、
同
協
議
会
事
務
局

（
〒
８
４
１
―
８
５
１
１
鳥
栖

市
宿
町
１
１
１
８
番
地
鳥
栖
市

役
所
農
林
課
内
1
85
・
３
５
６

３
）
へ
持
参
ま
た
は
送
付
し
て

く
だ
さ
い

応
募
期
限
●
３
月
10
日
（
金
）

ま
で
。
必
着

発
　
表
●
当
選
者
へ
の
賞
品
の

発
送
を
も
っ
て
代
え
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す

１等の賞品。これにおこめ券も付いています

「鳥栖産米」と
分かる米の袋
を忘れずに…



鳥
栖
市
森
林
整
備
計
画（
案
）

の
縦
覧
を
行
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
農
林
課
（
1

85
・
３
５
６
３
）
へ
。

と
　
き
●
３
月
２
日
（
木
）
ま

で
。
時
間
は
午
前
８
時
半
〜
午

後
５
時
15
分

と
こ
ろ
●
市
役
所
南
別
館
１
階

農
林
課
内

そ
の
他
●
縦
覧
期
間
満
了
日
ま

で
に
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
意
見
書
の
様
式

は
農
林
課
に
準
備
し
て
い
ま
す

対
　
象
●
市
内
の
小
・
中
学

校
、
高
校
に
通
学
す
る
児
童
・

生
徒
の
保
護
者

と
　
き
●
２
月
26
日
（
日
）
午

前
10
時
〜
午
後
１
時
半

と
こ
ろ
●
若
葉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー

定
　
員
●
30
人
（
応
募
者
多
数

の
場
合
は
抽
選
）

参
加
費
●
無
料

持
っ
て
く
る
も
の
●
エ
プ
ロ
ン
、

三
角
巾

申
し
込
み
●
２
月
14
日
（
火
）

ま
で
に
、
市
米
消
費
拡
大
推
進

連
絡
協
議
会
事
務
局
（
1
85
・

３
５
６
３
）
へ

シ
ン
ジ
ェ
ン
タ
ジ
ャ
パ
ン

（
株
）
製
造
「
セ
イ
ビ
ア
ー
フ

ロ
ア
ブ
ル
20
」
の
登
録
内
容
が

１
月
25
日
付
け
で
変
更
さ
れ
ま

し
た
。
使
用
の
際
は
ご
注
意
く

だ
さ
い
。
詳
し
く
は
農
林
課

（
1
85
・
３
５
６
３
）
へ
。

と
　
き
●
麦
麹
作
り
＝
２
月
６

日
（
月
）
午
前
８
時
〜
午
後
１

時
▽
麹
の
手
入
れ
、
大
豆
蒸
し

＝
２
月
７
日
（
火
）
午
前
９
時

〜
同
10
時
半
▽
仕
込
み
＝
２
月

８
日
（
水
）
午
前
８
時
〜
午
後

４
時

と
こ
ろ
●
ち
ぎ
り
の
里
（
基
山

町
大
字
園
部
３
７
６
４
―
３
）

参
加
費
●
無
料

申
し
込
み
●
ち
ぎ
り
の
里
（
1

92
・
０
０
５
０
）
へ

就
園
前
の
幼
児
を
対
象
に
、

あ
そ
び
の
会
を
開
き
ま
す
。
時

間
は
い
ず
れ
も
午
前
10
時
か
ら

同
11
時
半
ま
で
で
す
。

詳
し
く
は
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
（
小
鳩
園
内
1
84
・
５
１

２
２
）
へ
。

市
児
童
セ
ン
タ
ー
で
は
、
次

の
よ
う
な
あ
そ
び
の
教
室
を
開

き
ま
す
。
ど
の
教
室
も
参
加
自

由
で
無
料
で
す
。
詳
し
く
は
同

セ
ン
タ
ー
（
社
会
福
祉
会
館
内

1
85
・
３
６
１
６
）
へ
。

２
月
の
市
休
日
救
急
医
療
セ

ン
タ
ー
で
は
次
の
表
の
と
お
り

診
療
し
ま
す
。
診
療
時
間
は
午

前
９
時
〜
午
後
９
時
。

詳
し
く
は
同
セ
ン
タ
ー
（
1

83
・
０
１
１
９
）
へ
。
な
お
、

当
番
医
に
つ
い
て
は
変
更
の
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か

じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

鳥
栖
市
観
光
協
会
で
は
「
第

19
回
と
す
弥
生
ま
つ
り
」
に
参

加
す
る
団
体
を
次
の
と
お
り
募

集
し
ま
す
。

た
く
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

佐田政雄さん千春さんの長男

匠
たくみ

く ん
（１歳、弥生が丘４丁目）
●ママからひと言

おじいちゃんが作った干柿が大好物！
元気いっぱい、素直に育ってほしいな。

お
米
を
使
っ
た
料
理
教
室

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

「
あ
そ
び
の
会
」

２
月
の
市
休
日
救
急

医
療
セ
ン
タ
ー
診
療
日

ち
ぎ
り
の
里
で

味
噌
作
り
体
験
！

農
薬
の
登
録
内
容
の
変
更

市
児
童
セ
ン
タ
ー

あ
そ
び
の
教
室

鳥
栖
市
森
林
整
備

計
画
（
案
）
の
縦
覧

市
で
は
、
鳥
栖
市
広
報
紙

「
市
報
と
す
」
の
ア
ン
ケ
ー
ト

を
実
施
し
ま
す
。

調
査
対
象
は
無
作
為
抽
出
し

た
18
歳
以
上
の
市
民
６
３
０
人

（
人
口
の
約
１
％
）
で
、
質
問

事
項
等
を
記
載
し
た
往
復
は
が

き
を
対
象
者
へ
送
付
し
ま
す
。

返
送
期
限
は
２
月
28
日

（
火
）。「
市
報
と
す
」
を
よ
り

親
し
み
や
す
く
、
読
み
や
す
く

す
る
た
め
の
参
考
と
さ
せ
て
い

た
だ
く
調
査
で
す
の
で
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。
詳
し
く

は
、
情
報
管
理
課
広
報
統
計
係

（
1
85
・
３
５
１
３
）
へ
。

「
第
19
回
と
す
弥
生

ま
つ
り
」
参
加
団
体



募
集
対
象
●
バ
ザ
ー
ル
（
テ
ン

ト
村
）
へ
の
出
店
団
体
、
ス
テ

ー
ジ
広
場
で
の
出
演
団
体

と
　
き
●
３
月
26
日
（
日
）

と
こ
ろ
●
田
代
公
園

申
し
込
み
●
２
月
28
日
（
火
）

ま
で
に
同
協
会
（
1
・
Ｆ
Ａ
Ｘ

83
・
８
４
１
５
）
へ

内
　
容
●
①
異
変
が
教
え
る
人

間
本
来
の
在
り
方
②
心
の
セ
ミ

ナ
ー

と
　
き
●
２
月
14
日
（
火
）
①

午
前
10
時
〜
同
11
時
半
②
午
後

１
時
半
〜
同
４
時

と
こ
ろ
●
若
葉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー

講
　
師
●
大
田
篤
（
日
本
予
防

医
学
協
会
理
事
）

受
講
料
●
無
料

問
い
合
わ
せ
●
若
葉
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
（
1
84
・
６
１

２
２
）

２
月
の
よ
ろ
ず
相
談
を
次
表

の
と
お
り
行
い
ま
す
。

会
場
は
い
ず
れ
も
市
役
所
２

階
第
１
会
議
室
。
詳
し
く
は
、

市
民
協
働
推
進
課
市
民
協
働
推

進
係
（
1
85
・
３
５
７
６
）
へ
。

と
　
き
●
毎
週
水
曜
日
、
午
前

９
時
半
〜
午
後
３
時
半

と
こ
ろ
●
社
会
福
祉
会
館
（
第

２
・
４
水
曜
日
は
市
役
所
２
階

第
１
会
議
室
）

相
談
員
●
民
生
委
員
・
児
童
委

員問
い
合
わ
せ
●
社
会
福
祉
協
議

会
（
1
85
・
３
４
５
５
）

と
　
き
●
２
月
15
日
（
水
）
・

27
日
（
月
）
午
前
10
時
〜
午
後

３
時

と
こ
ろ
●
15
日
＝
若
楠
療
育
園

▽
27
日
＝
保
健
セ
ン
タ
ー

内
　
容
●
発
音
、
言
葉
の
遅
れ

な
ど

相
談
員
●
言
語
聴
覚
士

申
し
込
み
●
電
話
で
の
予
約

制
。
若
楠
療
育
園
（
1
83
・
１

１
２
１
）
へ

と
　
き
●
２
月
15
日
（
水
）
午

後
１
時
〜
同
５
時

と
こ
ろ
●
若
楠
療
育
園

内
　
容
●
発
達
障
害
を
持
つ
子

ど
も
の
療
育
に
つ
い
て

相
談
員
●
臨
床
心
理
士

申
し
込
み
●
電
話
で
の
予
約

制
。
若
楠
療
育
園
（
1
83
・
１

１
２
１
）
へ

国
民
健
康
保
険
税
の
軽
減
判

定
誤
り
に
つ
い
て
は
、
市
民
の

皆
さ
ま
に
大
変
ご
迷
惑
を
お
か

け
し
深
く
お
わ
び
し
ま
す
。

適
正
な
軽
減
判
定
に
よ
る
事

務
整
理
が
ほ
ぼ
終
了
で
き
ま
し

た
。
関
係
者
の
皆
さ
ま
の
ご
理

解
と
ご
協
力
に
対
し
て
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

な
お
、
引
き
続
き
国
保
税
軽

減
相
談
窓
口
は
３
月
31
日
ま
で

開
設
し
、
納
税
義
務
者
の
皆
さ

ま
の
ご
相
談
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
。
詳
し
く
は
税
務
課
市
民

税
係
（
1
85
・
３
５
８
８
）
ま

た
は
国
保
年
金
課
健
康
保
険
係

（
1
85
・
３
５
８
２
）
へ
。

と
　
き
●
２
月
19
日
（
日
）
午

前
９
時
15
分
〜
（
雨
天
中
止
）

と
こ
ろ
●
旭
小
学
校
タ
ー
ザ
ン

広
場

内
　
容
●
道
路
沿
い
、
植
え
込

み
な
ど
に
散
乱
し
た
ゴ
ミ
の
回

収
。
１
〜
２
時
間
程
度

そ
の
他
●
ゴ
ミ
袋
、
火
バ
サ
ミ

な
ど
は
主
催
者
で
準
備
し
ま
す

が
、
軍
手
は
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。
動
き
や
す
く
汚
れ
て
も
よ

い
格
好
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ
●
環
境
対
策
課

（
1
85
・
３
５
６
１
）

市
民
文
化
会
館
で
は
来
年
度

空
調
改
修
工
事
を
行
う
た
め
、

平
成
19
年
１
月
８
日
か
ら
３
月

下
旬
ま
で
文
化
会
館
ホ
ー
ル
、

中
央
公
民
館
ホ
ー
ル
を
使
用
で

き
ま
せ
ん
。

な
お
、
研
修
室
、
練
習
室
な

ど
は
通
常
通
り
使
用
で
き
ま

す
。
詳
し
く
は
市
民
文
化
会
館

（
1
85
・
３
６
４
５
）
へ
。

対
　
象
●
60
〜
65
歳

と
　
き
●
２
月
22
日
（
水
）
・

23
日
（
木
）
午
前
９
時
〜
正
午

と
こ
ろ
●
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー

受
講
料
●
無
料

定
　
員
●
25
人
（
先
着
順
）

内
　
容
●
松
、
雑
木
な
ど
の
剪

定問
い
合
わ
せ
●
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
（
1
84
・
３
１
４
７
）

と
　
き
●
２
月
26
日
（
日
）
午

前
９
時
〜
正
午

と
こ
ろ
●
若
楠
療
育
園

内
　
容
●
「
こ
の
地
域
で
い
き

い
き
と
暮
ら
す
と
は
!?
」
を
テ

ー
マ
に
発
表
、
意
見
交
換
会
等

参
加
費
●
無
料

定
　
員
●
約
50
人

問
い
合
わ
せ
●
若
楠
療
育
園

（
1
83
・
１
１
２
１
）
へ

酒蔵びらきに協賛している８つの酒蔵のうち、６つ
の酒蔵を開放し、施設見学や甘酒試飲などを行います。

城島は京都の伏見や兵庫の灘、広島の西条と並ぶ酒
どころです。なお、西鉄三潴駅と城島総合文化センタ
ー間、同センターと各開放酒蔵間を結ぶ無料シャトル
バスを運行。お酒がテーマのイベントですので、公共
交通機関を使って来場してください。
と　き●２月11日（祝）午前９時半～午後４時半
ところ●メーン会場（城島総合文化センター駐車場）

ほか開放６酒蔵
問い合わせ●城島酒蔵びらき実行委員会（162-3141）

クロスロード
クロスロード

剪

定

講

習

会

若
葉
よ
ろ
ず
塾
受
講
生

若
楠
療
育
園
公
開
講
座

心

理

相

談

国
民
健
康
保
険
税
の

課
税
誤
り
に
つ
い
て

２
月
の
心
配
ご
と
相
談

２
月
の
よ
ろ
ず
相
談

言

語

相

談

ク
リ
ー
ン
作
戦

ポ
イ
捨
て
な
く
す
っ
隊

平
成
18
年
度
市
民

文
化
会
館
改
修
工
事



■親子ふれあい教室
ＮＰＯ法人こども未来支援

会では市内在住の小学生とそ
の家族を対象に親子ふれあい
教室を開きます。２月12日

（日）午後１時～同４時、若
葉小学校体育館。護身術や風
船バレー教室など。参加費１
人300円（保険料含む）で、
予約が必要。詳しくは同会事
務局（187-8956）へ。

■２００６年新入学
おめでとう大会
小学校の新１年生になる児

童と保護者を対象に「新入学
おめでとう大会」を開きます。
２月25日（土）午後１時半～、
市民文化会館。交通安全教室、
ミニコンサート、映画、抽選
会など。参加無料（要入場整
理券）。詳しくは佐賀新聞社

（10952-28-2151）へ。

■「とすっ子しあたぁ」
メンバーを募集
小・中学生で活動するボラ

ンティアサークル。小さな子
どもたちのために市内の託児
所などを訪問し、パネルシア
ターや紙芝居などを披露して
います。現在、メンバーを募
集中。詳しくは午後６時以降
に、橋本（184-4570）へ。

■ボランティア会員を募集
宝満演芸倶楽部「鶴乃会」

では、歌や踊りなどのできる
ボランティア会員を募集して
います。鳥栖市周辺の老人ホ
ームなどを慰問しています。
詳しくは同会（172-3831）へ。

■日本司法支援センター
「法テラス」
全国どこでも法的トラブル

を解決するための情報やサー
ビスを受けられる社会を目指
し、今秋から業務開始予定の
法人。弁護士や司法書士がい
ない地域にも、必要に応じて
事務所を設置してサービスを
提供する予定です。詳しくは
同センター佐賀地方準備会

（10952-26-2149）へ。

高
齢
者
相
談
室
で
は
、
次
の

よ
う
な
求
人
申
し
込
み
が
あ
り

ま
す
。
詳
し
く
は
同
相
談
室

（
1
85
・
３
５
５
６
）
へ
。
決

定
済
み
の
場
合
も
あ
り
ま
す
。

◎
商
品
自
動
車
の
移
動
・
整
理

業
務
（
藤
木
町
）
…
年
齢
不
問
、

時
給
７
５
０
円

◎
弁
当
配
送
員
（
古
野
町
）
…

年
齢
不
問
、
時
給
７
０
０
〜
７

２
０
円

◎
ベ
ッ
ド
メ
ー
ク
（
京
町
）
…

65
歳
以
下
、
時
給
７
０
０
円

◎
箱
詰
め
・
箱
組
み
立
て
（
み

や
き
町
）
…
年
齢
不
問
、
時
給

６
２
０
〜
６
５
０
円

◎
調
理
（
み
や
き
町
）
…
年
齢

不
問
、
時
給
６
３
０
〜
６
５
０

円◎
フ
ロ
ア
ス
タ
ッ
フ
（
轟
木
町
）

…
18
歳
以
上
、
時
給
７
５
０
円

高
齢
者
就
職
情
報 

高
年
齢
者
就
職
情
報 

鳥
栖
・
三
養
基
西
部
リ
サ
イ

ク
ル
プ
ラ
ザ
で
は
、
菊
作
り
教

室
を
次
の
と
お
り
開
き
ま
す
。

と
　
き
●
２
月
19
日
か
ら
10
月

15
日
ま
で
の
毎
月
第
３
日
曜

日
、
時
間
は
午
前
10
時
〜
正
午

と
こ
ろ
●
鳥
栖
・
三
養
基
西
部

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

定
　
員
●
50
人
（
先
着
順
）

講
　
師
●
時
田
義
光
さ
ん
（
日

本
菊
花
会
実
行
委
員
）

内
　
容
●
２
・
３
月
＝
土
作
り

（
腐
葉
土
）
な
ど
▽
４
月
＝
挿

芽
要
領
な
ど
▽
５
月
＝
挿
芽
苗

の
鉢
上
げ
要
領
な
ど
（
ポ
ッ
ト

苗
の
無
料
配
布
）
▽
６
月
＝
中

鉢
へ
の
移
植
な
ど
▽
７
月
＝
定

植
の
要
領
な
ど
▽
８
月
＝
ヤ

ナ
ギ
芽
処
理
な
ど
▽
９
月
＝
花

蕾
の
選
び
方
な
ど
▽
10
月
＝
開

花
ま
で
の
要
領
な
ど

参
加
費
●
５
０
０
円
程
度

申
込
方
法
●
同
プ
ラ
ザ
（
1

94
・
９
３
１
３
）
へ

市
社
会
福
祉

協
議
会
へ
▽
古
川
鈴
子
（
山
都

町
、
亡
夫
由
美
）
▽
池
尻
鉄
夫

（
下
野
町
、
亡
妻
ス
エ
子
）
▽

松
隈
キ
ク
ヨ
（
本
町
、
亡
夫
一

二
）
▽
牛
島
ト
シ
エ
（
同
、
亡

夫
龍
吉
）
▽
重
松
未
央
（
東
町
、

亡
母
敦
子
）
▽
野
口
八
千
代

（
原
古
賀
町
、
亡
祖
父
益
夫
）

▽
吉
岡
秀
美
（
山
浦
町
、
亡
母

イ
ソ
）
▽
荒
川
キ
ク
ヨ
（
本
鳥

栖
町
、
亡
夫
義
光
）
▽
木
塚
ト

ミ
子
（
同
、
亡
母
江
口
ト
シ
子
）

▽
三
角
千
鶴
子
（
平
田
町
、
亡

夫
直
美
）
▽
城
戸
辰
雄
（
基
山

町
、
亡
母
ふ
ち
へ
）
▽
中
原
敬

三
（
弥
生
が
丘
、
亡
二
男
亮
）

▽
橋
口
徳
久
（
古
野
町
、
亡
義

父
酒
井
重
雄
）
▽
岩
谷
清
（
鎗

田
町
、
亡
二
男
昇
市
朗
）
▽
緒

方
正
義
（
田
代
本
町
、
亡
母
ツ

ネ
ヨ
）
▽
古
賀
弥
生
（
同
、
亡

夫
裕
文
）
▽
高
尾
清
則
（
永
吉

町
、
亡
義
母
西
依
ヒ
ロ
）
▽
草

野
亮
治(

大
正
町
、
亡
母
フ
イ
）

▽
轟
ツ
ギ
ノ
（
曽
根
崎
町
、
亡

夫
宗
雄
）

市
社
会
福
祉

協
議
会
へ
▽
20
万
円
（
若
楠
療

育
園
へ
指
定
）
…
行
武
ミ
ヨ
子

（
古
野
町
）
▽
２
万
円
（
若
葉

地
区
社
会
福
祉
協
議
会
へ
指

定
）
…
わ
か
ば
の
会市

社
会
福
祉

協
議
会
へ
▽
１
万
円
…
ダ
イ
セ

ー
エ
ク
ス
プ
レ
ス
シ
ス
テ
ム
株

式
会
社
（
轟
木
町
）
▽
２
万
円

…
故
伊
東
敏
夫
（
村
田
町
）１

万

８
６
８
６
円
…
洞
庵
荘
▽
１
万

４
４
５
６
円
…
樋
口
ト
エ
（
轟

木
町
）
▽
５
９
３
１
円
…
桑
原

ナ
ル
ミ
（
弥
生
が
丘
）

３
０

０
０
円
…
わ
か
ば
の
会



今
回
は
勝
尾
城
の
詰
城
（
勝

尾
城
が
危
機
に
陥
っ
た
時
に
最

後
に
立
て
こ
も
る
城
）で
あ
り
、

筑
紫
氏
の
那
珂
郡
の
軍
事
拠
点

で
も
あ
る
一
ノ
嶽
城
を
中
心
と

す
る
城
郭
群
に
つ
い
て
紹
介
し

ま
す
。

一
ノ
嶽
城
は
勝
尾
城（
城
山
）

の
北
、
九
千
部
山
を
越
え
た
福

岡
県
那
珂
川
町
の
一
の
岳
山
頂

付
近
に
あ
る
山
城
で
、
現
南
畑

ダ
ム
の
西
山
麓
に
あ
り
ま
す
。

こ
の
一
ノ
嶽
城
は
も
と
も
と

小
城
の
千
葉
氏
が
築
い
た
城
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
後
に

（
十
六
世
紀
）
筑
紫
氏
が
支
配

し
、
那
珂
郡
方
面
の
重
要
拠
点

と
し
た
城
で
す
。
特
に
反
大
友

氏
の
急
先
鋒
で
あ
っ
た
筑
紫
惟

門
は
、
こ
の
一
ノ
嶽
城
を
拠
点

に
し
ば
し
ば
大
友
氏
と
抗
争
を

繰
り
返
し
ま
す
。

こ
の
城
郭
が
重
要
な
こ
と

は
、
筑
前
博
多
方
面
か
ら
肥
前

神
埼
方
面
へ
抜
け
る
道
筋
を
押

さ
え
る
場
所
を
占
め
て
い
る
こ

と
で
あ
り
、
ま
た
那
珂
川
を
下

れ
ば
容
易
に
博
多
方
面
へ
進
出

す
る
こ
と
が
で
き
る
と
こ
ろ
に

あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
筑
紫
氏
は
こ
の
一

ノ
嶽
城
を
中
心
に
、
那
珂
川
沿

い
に
亀
尾
城
、
猫
尾
城
、
山
田

ノ
城
（
岩
戸
城
）、
隈
本
ノ
城
、

白
水
城
な
ど
の
支
城
を
構
え
、

鉄
壁
の
守
り
を

固
め
て
い
ま

す
。こ

の
よ
う
に

一
ノ
嶽
城
は
那

珂
郡
の
重
要
拠

点
で
あ
っ
た
た

め
、
高
さ
三
ｍ

に
及
ぶ
石
垣
や

規
模
の
大
き
い

畝
状
空
堀
な
ど

を
備
え
て
お

り
、そ
の
規
模
、

城
構
え
は
勝
尾

城
に
次
ぎ
立
派
な
も
の
で
す
。

ま
た
、
麓
に
は
「
御
所
」
と
い

わ
れ
る
地
名
や
家
臣
屋
敷
跡
と

考
え
ら
れ
る
場
所
が
残
っ
て
お

り
ま
す
。

一
八
一
三
（
文

化
十
）
年
刊
行
の

解
体
発
蒙
。
そ
れ

は
、
三
谷
公
器
が
著
し
た
医
学

解
剖
書
で
す
。

こ
の
書
に
は
、
彼
の
医
者
と

し
て
の
知
識
と
自
ら
が

体
験
し
た
死
刑
囚
解
剖

の
立
ち
会
い
、
そ
し
て

日
本
初
の
解
剖
書
「
解

体
新
書
（
一
七
七
四
年

刊
）」
か
ら
学
ん
だ
こ

と
が
生
か
さ
れ
て
い
ま

す
。解

体
発
蒙
を
他
の
医

学
古
書
と
比
べ
る
と
、

は
っ
き
り
と
特
色
を
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
漢
文
に

付
け
ら
れ
た
振
り
仮
名
に
、
多

色
使
い
の
解
剖
図
。
振
り
仮
名

に
よ
っ
て
知
る
の
は
、
当
時
の

臓
器
の
呼
ば
れ
方
。
そ
し
て
色

分
け
し
て
描
か
れ
た
解
剖
図

は
、
体
内
の
構
造
を
よ
り
精
密

に
表
し
て
い
ま
す
。

「
解
体
新
書
」
の
登
場
に
よ

っ
て
、
中
国
古
来
の
漢
方
療
法

に
代
わ
り
西
洋
か
ら
伝
わ
る
解

剖
学
が
注
目
さ
れ
始
め
ま
す
。

多
く
の
者
が
西
洋
医
学
へ
進
も

う
と
し
て
い
た
こ
ろ
、
三
谷
も

ま
た
志
を
同
じ
く
す
る
者
で
し

た
。医

者
と
し
て
西
洋
医
学
を
さ

ら
に
追
求
し
た
い
と
い
う
彼
の

思
い
が
、
本
書
を
生
ん
だ
と
言

え
る
で
し
ょ
う
。

解 体 発 蒙  

け い け つ い か い  

経 穴 彙 解  

解 体 発 蒙  

け い け つ い か い  

経 穴 彙 解  

一ノ嶽城の支城の山田ノ城（岩戸城）…那珂川町

十
二
月
十
七
日
、
中
央
公
民

館
で
「
サ
ポ
ー
タ
ー
の
皆
様
と

の
懇
談
会
」
が
開
か
れ
、
新
ユ

ニ
ホ
ー
ム
が
発
表
さ
れ
ま
し

た
。Ｆ

Ｗ
鈴
木
孝
明
選
手
、
Ｍ
Ｆ

高
橋
義
希
選
手
、
Ｇ
Ｋ
中
林
洋

次
選
手
の
三
選
手
が
新
し
い
ユ

ニ
ホ
ー
ム
を
身
に
ま
と
い
ス
テ

ー
ジ
に
登
場
す
る
と
会
場
に
詰

め
掛
け
た
サ
ポ
ー
タ
ー
約
三
百

人
か
ら
拍
手
と
歓
声
が
起
こ
り

ま
し
た
。

フ
ィ
ー
ル
ド
プ
レ
ー
ヤ
ー
の

ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
用（
写
真
中
央
）

は
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
佐
賀
平

野
を
モ
チ
ー
フ
に
デ
ザ
イ
ン
さ

れ
て
お
り
、
サ
ガ
ン
ブ
ル
ー
を

ベ
ー
ス
に
脇
、
袖
に
サ
ガ
ン
ピ

ン
ク
を
配
し
て
い
ま
す
。
ア
ウ

エ
ー
ゲ
ー
ム
用
（
写
真
右
）
は
、

白
を
ベ
ー
ス
と
し
た
デ
ザ
イ
ン

で
す
。
ゴ
ー
ル
キ
ー
パ
ー
の
ホ

ー
ム
ゲ
ー
ム
用
（
写
真
左
）
は

サ
ガ
ン
ピ
ン
ク
を
大
胆
に
使
用

し
、
ア
ウ
エ
ー
ゲ
ー
ム
用
は
黒

を
ベ
ー
ス
に
し
て
い
ま
す
。

佐
賀
・
筑
後
地
域
に
生
息
す

る
「
カ
チ
ガ
ラ
ス
」
を
デ
ザ
イ

ン
モ
チ
ー
フ
と
し
て
採
用
し
作

ら
れ
た
新
ユ
ニ
ホ
ー
ム
。

カ
チ
ガ
ラ
ス
を
連
想
さ
せ

る
シ
ャ
ー
プ
で
ス
ピ
ー
ド

感
溢
れ
る
デ
ザ
イ
ン
が
、

フ
ィ
ー
ル
ド
で
戦
う
選
手

た
ち
の
勇
姿
を
よ
り
力
強

く
演
出
し
て
く
れ
そ
う
で

す
。２

０
０
６
シ
ー
ズ
ン

「
夢
超
戦
」
を
新
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
掲
げ
Ｊ
１
昇
格
を

目
指
し
て
戦
う
サ
ガ
ン
鳥

栖
。
今
年
も
目
が
離
せ
ま

せ
ん
。

新ユニホーム発表
新しいユニホームを身にまとった選手たち



市
文
化
事
業
協
会
で

は
、「
ア
ン
デ
ィ
先
生

の
マ
ジ
ッ
ク
教
室
」
を

開
き
ま
す
。

身
の
回
り
の
物
を
使

っ
て
、
大
人
も
び
っ
く

り
す
る
マ
ジ
ッ
ク
を
披

露
し
ま
す
。

テ
レ
ビ
で
も
そ
の
様

子
が
放
映
さ
れ
大
好
評

で
す
。
親
子
で
お
楽
し

み
く
だ
さ
い
。

と
　
き
●
２
月
４
日
（
土
）
午

後
１
時
半
開
場
、
午
後
２
時
開

演と
こ
ろ
●
中
央
公
民
館

入
場
料
●
１
０
０
０
円
（
全
席

自
由
）、
親
子
券
（
子
ど
も
は

３
歳
か
ら
中
学
生
ま
で
）
１
６

０
０
円

問
い
合
わ
せ
●
市
民
文
化
会
館

（
1
85
・
３
６
４
５
）

市
で
は
３
月
28
日
（
火
）、

住
民
参
加
型
ミ
ニ
市
場
公
募
債

「
い
き
い
き
鳥
栖
っ
子
債
」
を

発
行
し
ま
す
。
今
回
、
次
の
と

お
り
購
入
希
望
者
を
募
集
し
ま

す
。同

公
募
債
の
対
象
事
業
は
鳥

栖
い
づ
み
園
増
築
工
事
で
、
発

行
額
は
１
億
５
千
万
円
。
５
年

満
期
一
括
償
還
で
す
。
利
率
は

５
年
利
付
国
債
の
利
率
な
ど
を

参
考
に
、
２
月
10
日
（
金
）
に

決
定
し
ま
す
。

詳
し
い
応
募
方
法
は
各
戸
配

布
の
チ
ラ
シ
や
２
月
１
日
以
降

の
鳥
栖
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://www.city.tosu.lg.jp

）
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

購
入
で
き
る
人
●
平
成
18
年
２

月
21
日
現
在
、
鳥
栖
市
に
住
民

票
が
あ
る
20
歳
以
上
の
個
人
。

応
募
者
多
数
の
場
合
は
２
月
28

日
に
公
開
抽
選
し
ま
す

購
入
額
●
10
万
円
か
ら
10
万
円

単
位
で
２
０
０
万
円
ま
で

応
募
期
間
●
２
月
14
日
（
火
）

か
ら
同
21
日
（
火
）
ま
で
。
当

日
消
印
有
効

応
募
方
法
●
往
復
は

が
き
に
必
要
事
項

を
記
載
の
上
、
財

政
課
「
い
き
い
き

鳥
栖
っ
子
債
」
受

付
係
（
〒
８
４
１

―
８
５
１
１
鳥
栖

市
宿
町
１
１
１
８

番
地
1
85
・
３
５

１
４
）
へ
。
な
お
、

返
信
面
裏
面
は
抽

選
結
果
や
購
入
手

続
き
の
案
内
な
ど

市
か
ら
の
お
知
ら

せ
用
に
利
用
し
ま

す
の
で
、
何
も
記

入
し
な
い
で
く
だ

さ
い


